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京
都
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１
　
所
在
地
　
　
　
一承
都
市
左
京
区
銀
閣
寺

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
三
年
（平
５
）七
月
―

一
九
九
四
年

一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
働
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
百
瀬
正
恒

・
南
　
孝
雄

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
室
町
時
代
か
ら
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

慈
照
寺
境
内
で
は

一
九
八
六
年
に
庫
裏
の
増
改
築
に
伴
う
発
掘
調
査
を
実
施

し
た
。
今
回
の
防
災

。
防
犯
工
事
に
伴
う
発
掘
調
査
は
、
境
内
に
お
け
る
二
回

目
の
調
査
で
あ
る
。

調
査
で
は
、
近
世
か
ら
室
町

時
代
の
各
時
代
の
遺
構
を
検
出

し
た
が
、
室
町
時
代
の
東
山

殿

・
慈
照
寺
関
係
の
遺
構
に
は
、

部

境
内
北
西
部
で
検
出
し
た
園
池
、

紬

北
部
の
石
垣

・
石
組
み
排
水

瑯

溝

・
花
尚
岩
製
導
水
溝

・
礎
石

建
物

・
通
路
状
遺
構
、
南
部
の

観
音
殿

（銀
閣
）
の
周
囲
で
検
出
し
た
暗
渠
排
水
溝

。
景
石
抜
き
取
り
穴

。
整

地
層
な
ど
が
あ
る
。

中
で
も
、
花
尚
岩
製
導
水
溝
は
特
異
な
遺
構
で
あ
る
。
ま
ず
幅
六
十
伽
の
溝

を
掘
り
、
三
〇
１
五
〇
伽
間
隔
に
自
然
石
の
基
礎
石
を
置
き
、
そ
の
上
に
花
尚

岩
製
の
長
さ
九
〇
伽
前
後
の
導
水
溝
の
下
石
を
据
え
付
け
て
い
る
。
下
石
は
幅

が
三
〇
∽
、
厚
さ
二
〇
伽
で
、
上
面
に
幅
と
深
さ
が
そ
れ
ぞ
れ
五
伽
の
溝
を
二

条
穿
っ
て
い
る
。
下
石
の
小
日
に
は
到
り
込
が
あ
り
、
下
石
相
互
を
強
固
に
結

合
さ
せ
る
。
蓋
石
は
、
長
辺
六
〇
卿
前
後
で
下
石
に
比
べ
て
短
く
、
幅

一
一
倣

で
下
石
の
二
条
の
溝
に
姑
応
し
て
三
枚
被
せ
て
い
た
。
二
枚
の
蓋
石
の
接
合
は
、

二
剛
の
薄
い
板
を
蓋
石
の
側
面

（溝
と
同
一
方
向
）
に
入
れ
、
接
合
部
の
上
面

に
は
漆
と
布
で
日
地
を
す
る
。
下
石
と
蓋
石
の
接
合
に
も
漆
を
使
用
し
、
側
面

も
蓋
石
と
同
様
、
漆
と
布
で
目
地
を
し
て
い
る
。
導
水
溝
の
上
部
に
は
薄
く
砂

を
被
せ
て
い
た
。

墨
書
の
あ
る
部
材
は
、
花
両
岩
の
導
水
溝
と
同

一
方
向
の
素
掘
り
溝
か
ら
出

上
し
、
長
辺
を
溝
と
直
角
に
し
、
穴
の
あ
る
面
を
上
に
向
け
て
い
た
。
遺
構
の

年
代
は
、
導
水
施
設
と
溝
が
平
行
し
な
い
こ
と
、
施
設
の
上
部
に
堆
積
し
た
砂

層
を
掘
り
込
ん
で
遺
構
が
成
立
す
る
こ
と
か
ら
、　
三
ハ
世
紀
中
葉
前
後
と
考
え

る
。
部
材
は
、　
一
辺

一
二
伽
の
角
材
で
、
長
さ
二
六
伽
で
、
中
央
部
に
径
八
―

入

。
五
伽
の
円
形
の
穴
が
貫
通
し
て
い
る
。
墨
書
は
、
検
出
状
況
の
上
面
に

「上
六
」
、
側
面
に

「納
了
」
と
あ
り
、
穴
を
中
心
に
開
け
る
た
め
に
、
十
字

に
墨
が
打
っ
て
あ
る
。
溝
に
穴
を
上
に
向
け
て
据
え
て
あ
る
こ
と
、
墨
書
か
ら

慈
昭

寺
境
内



判
断
し
て
、
板
塀
の
礎
板
で
、
穴
に
柱
を
建
て
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

慈
照
寺
境
内
で
は
、
今
回
を
含
め
過
去
三
回
の
調
査
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

旧
庫
裏
を
新
築
す
る
工
事
に
伴
っ
て
実
施
し
た
事
前
調
査
で
は
、
桃
山
時
代
か

ら
の
歴
代
の
庫
裏
の
遺
構
を
検
出
し
た
が
、
室
町
時
代
の
東
山
殿
と
そ
れ
に
続

く
慈
照
寺
の
遺
構
は
、
溝
を

一
条
を
検
出
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

今
回
の
調
査
で
検
出
し
た
園
池
、
石
垣
と
石
垣
に
伴
う
排
水
溝
、
導
水
管
、

建
物
遺
構
は
、
い
ず
れ
も
室
町
時
代
の
東
山
殿
が
造
営
さ
れ
た
文
明

一
四
年

盆

四
人
一
一）
か
ら

一
六
世
紀
中
葉
ま
で
の
遺
構
で
あ
り
、
現
慈
照
寺
の
北
部

に
き
わ
め
て
重
要
な
遺
構
が
密
集
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

東
山
殿
は
低
地
の
園
池
、
観
音
閣
、
東
求
堂
な
ど
の
遺
構
群
と
、
高
台
の
西

指
庵
を
中
心
と
す
る
遺
構
群
で
立
体
的
に
形
成
さ
れ
て
い
た
と
推
定
で
き
、
慈

照
寺
の
北
部
域
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω
　
。
「
上
六
」
（上
面
）

名

納

了

」

（
側

面

）
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

］
ｏ
泉

通

溢

導

息

Ｐ

な
お
、
木
簡
の
釈
読
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
綾
村
宏

・
館
野
和

己

・
古
尾
谷
知
浩

・
渡
辺
晃
宏
の
各
氏
に
よ
る
。

（百
瀬
正
恒
）

(上面)(側面)




